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１ ３ 師 団 だ よ り 第１３６号 ２０２０年（令和２年） １１月

師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、
令
和
２
年
10
月
27

日
（
火
）
か
ら
31
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
海
上
自
衛
隊
舞

鶴
基
地
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
、
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯

基
地
（
京
都
府
京
丹
後
市
）
、
長
田
野
演
習
場
（
京
都
府
）
、

青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）
等
に
お
い
て
、
第
３
飛
行

隊
（
隊
長

深
田
２
佐
）
に
対
し
、
令
和
２
年
度
第
３
次

師
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
は
、
第
３
飛
行
隊
の
訓
練
成
果
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
じ
後
の
進
歩
向
上
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
。

訓
練
開
始
式
に
お
い
て
、
検
閲
官

山
根
陸
将
は
、

「
最
良
の
航
空
機
運
用
を
創
造
せ
よ
。
」
、
「
各
部
隊
と

連
携
し
た
隙
の
無
い
情
報
収
集
活
動
に
努
め
よ
」
、
「
安

全
管
理
を
徹
底
せ
よ
」
の
３
点
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

「
部
隊
長
を
核
心
と
し
て
本
検
閲
ま
で
に
積
み
上
げ
て
き

た
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
」

と
訓
示
し
た
。

第
３
飛
行
隊
は
、
第
３
飛
行
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る

「
実
力
の
発
揮
」
を
具
現
し
て
積
極
的
か
つ
適
時
に
情
報

収
集
を
行
い
、
師
団
の
作
戦
遂
行
の
た
め
の
戦
闘
支
援
等

を
適
切
に
実
施
し
、
全
隊
員
が
心
を
一
つ
に
結
集
し
て
与

え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
た
。

検閲官 山根陸将

第３飛行隊長（深田２佐）

指揮所活動（隊長：写真左）航空機による緊急患者空輸航空機の整備

隊容検査を受ける第３飛行隊隊員

航空機誘導検問所の状況歩哨による警戒



第
３
師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、
令
和
２
年
10
月
24
日

（
土
）
、
千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
、
令
和
２

年
度
第
３
師
団
追
悼
式
を
挙
行
し
た
。

今
年
度
の
追
悼
式
は
、
任
務
遂
行
中
に
殉
職
さ
れ
た
１
５
２
柱

の
功
績
を
称
え
、
そ
の
冥
福
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
事
に
臨
ん

で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
し
得
る
よ
う
現

職
隊
員
の
感
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
御
遺
族
を
は
じ
め
、

部
内
来
賓
、
隷
下
各
部
隊
長
及
び
最
先
任
上
級
曹
長
な
ど
の
参
列

に
留
め
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
た
中
で
の
実
施
と
な
っ
た
が
、

終
始
厳
粛
に
執
り
行
な
わ
れ
た
。

執
行
官

山
根
陸
将
は
、
殉
職
さ
れ
た
御
霊
に
対
し
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
「
私
ど
も
は
、
我
が
国
の
安
寧
を
願
っ
て
こ

ら
れ
た
御
霊
の
崇
高
な
御
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
国
家
安
全
保
障
の

最
後
の
砦
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
全

身
全
霊
を
も
っ
て
そ
の
職
責
を
全
う
し
、
使
命
を
果
た
し
て
い
く

決
意
を
、
こ
こ
に
改
め
て
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
追
悼
の

辞
を
述
べ
た
。

追
悼
式
の
最
後
に
は
、
殉
職
者
の
御
霊
を
悼
む
弔
銃
の
銃
声
が

会
場
に
響
き
渡
っ
た
。

２ ３ 師 団 だ よ り 第１３６号 ２０２０年（令和２年） １１月

弔 銃 名簿奉納

執行官による顕彰碑への献花

執行官追悼の辞

追悼式会場全景

殉職隊員之霊に対する着剣捧げ銃



３ ３ 師 団 だ よ り 第１３６号 ２０２０年（令和２年） １１月

師
団
は
、
令
和
２
年
11
月
６
日
（
金
）

か
ら
14
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野

演
習
場
（
滋
賀
県
）
及
び
青
野
ヶ
原
演
習

場
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度

方
面
隊
・
師
団
統
制
演
習
場
秋
季
整
備
を

実
施
し
た
。

師
団
各
隷
下
部
隊
は
、
日
頃
の
訓
練
等

で
使
用
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
演
習
場
に

お
い
て
、
道
路
・
側
溝
の
補
修
整
備
、
射

撃
場
の
整
備
等
を
行
い
、
訓
練
基
盤
の
維

持
・
拡
充
を
図
っ
た
。

ま
た
、
第
３
音
楽
隊
は
、
11
月
９
日
（
月
）

か
ら
11
日
（
水
）
ま
で
の
３
日
間
、
演
習

場
整
備
を
実
施
す
る
隊
員
の
士
気
高
揚
を

目
的
に
慰
問
演
奏
を
実
施
し
た
。

編成完結式（写真右壇上：師団長）

側溝の整備

師
団
は
、
師
団
司
令
部
第
１
部
長

菊
池
２
佐

を
訓
練
担
任
官
と
し
て
、
令
和
２
年
10
月
12
日
（
月
）

か
ら
16
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
千
僧
駐
屯
地
（
兵

庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
、
第
３
回
部
隊
相
談
員

集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
各
部
隊
に
お
い
て
隊
員
か
ら
様
々

な
相
談
を
受
け
る
役
割
を
担
う
部
隊
相
談
員
に
対

し
て
、
ス
ト
レ
ス
対
処
、
相
談
対
応
要
領
等
の
識

能
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

集
合
訓
練
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
施
策
、
傾

聴
技
法
、
相
談
対
応
及
び
ス
ト
レ
ス
対
処
技
法
等

の
教
育
・
実
習
が
行
わ
れ
、
教
育
終
盤
に
は
練
度

判
定
を
実
施
し
て
修
得
状
況
を
確
認
し
た
。

集
合
訓
練
の
終
了
時
に
は
、
練
度
十
分
と
認
め

ら
れ
た
隊
員
に
、
教
官
か
ら
修
了
証
明
を
交
付
し
、

部
隊
相
談
員
と
し
て
の
自
覚
及
び
自
信
を
付
与
し

た
。

傾聴技法に取り組む参加隊員

第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

山
田
１
佐
）
は
、

令
和
２
年
10
月
27
日
（
火
）
及
び
28
日
（
水
）
の

２
日
間
、
和
歌
山
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
和
歌

山
城
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
た
。

第
37
普
通
科
連
隊
は
、
平
成
４
年
か
ら
本
作
戦

に
参
加
し
、
今
年
で
27
回
目
の
活
動
と
な
る
。

参
加
し
た
約
１
０
０
名
の
隊
員
は
、
普
段
は
手

の
届
か
な
い
天
守
閣
の
す
す
払
い
、
石
垣
に
生
え

た
草
木
の
除
去
等
を
行
い
、
地
域
と
の
連
携
を
図

っ
た
。

連隊長による視察（連隊長:写真中央）

停弾堤の整備 幹線道沿いの整備

第３音楽隊による慰問演奏 器材の整備 木材破砕機によるチップ作業

師団長訓示

天守閣すす払い

石垣の草木の除去



４ ３ 師 団 だ よ り 第１３６号 ２０２０年（令和２年） １１月

第３飛行隊整備班

３等陸曹 田中 茉友

第３戦車大隊第１中隊

１等陸士 村上 日菜子

今
回
は
、
第
３
戦
車
大
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す

る
村
上

日
菜
子
（
む
ら
か
み

ひ
な
こ
）
１
士

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
村
上
１
士
は
、
女
性

自
衛
官
と
し
て
初
め
て
戦
車
中
隊
に
配
置
さ
れ
た

隊
員
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

香
川
県
高
松
市
出
身
、
令
和
２
年
度
入
隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

国
の
安
全
を
守
る
仕
事
が
し
た
く
、
ま
た
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
思
い
入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

入
隊
前
と
入
隊
後
で
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
は
。

Ａ

真
面
目
で
、
少
し
固
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、

気
さ
く
な
方
が
多
く
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
職
場
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
（
前
期
）
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

１
０
９
教
育
大
隊

第
１
区
隊

第
１
班
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

班
対
抗
で
の
色
々
な
競
技
で
勝
負
し
た
こ
と
で

す
。
私
を
含
め
班
の
皆
が
一
丸
と
な
り
、
必
死
に

勝
と
う
と
し
て
い
る
姿
に
感
激
し
ま
し
た
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

毎
日
の
新
た
な
発
見
と
学
び
に
よ
り
、
自
分
の

成
長
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

配
属
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

前
期
教
育
隊
の
班
長
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
。

Ａ

優
し
く
楽
し
い
先
輩
方
ば
か
り
で
、
と
て
も
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

立
派
な
戦
車
手
に
な
り
、
１
日
で
も
早
く
部
隊

の
戦
力
に
な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

男
性
隊
員
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
、
先
輩
に

信
頼
さ
れ
同
期
や
後
輩
か
ら
も
頼
ら
れ
る
戦
車
乗

員
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊

本
部
付
隊
の
寺
田

勇
（
て
ら
だ

い
さ
む
）
３

曹
・
智
美
（
と
も
み
）
さ
ん
夫
妻
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
会
い
は
。

Ａ

夫
妻

知
人
の
紹
介
で
す
。

Ｑ

お
互
い
の
第
１
印
象
は
。

Ａ

夫

き
れ
い
な
人
だ
な
。

妻

自
衛
官
ら
し
く
日
焼
け
し
た
人
だ
な
。

Ｑ

お
互
い
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
。

Ａ

夫

気
が
利
く
と
こ
ろ

妻

い
つ
で
も
助
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ

Ｑ

初
デ
ー
ト
の
思
い
出
は
。

Ａ

夫

緊
張
し
て
周
り
が
見
え
な
か
っ
た
。

妻

一
日
中
一
緒
に
い
て
も
、
自
然
体
で
い
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
は

Ａ

夫

結
婚
し
て
下
さ
い
。

妻

は
い

Ｑ

結
婚
写
真
撮
影
時
の
思
い
出
は
。

Ａ

夫

バ
タ
バ
タ
し
ま
し
た
。

妻

す
ご
く
緊
張
し
て
い
た
夫
が
、
撮
影
を
重
ね
る

度
に
表
情
が
柔
ら
か
く
な
り
、
印
象
的
で
し
た
。

Ｑ

新
婚
生
活
の
感
想
は

Ａ

夫

家
具
、
家
電
選
び
が
大
変
で
し
た
。

妻

家
事
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
二

人
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

ど
ん
な
家
庭
を
築
き
た
い

Ａ

夫

支
え
合
う
関
係

妻

何
で
も
話
し
合
え
る
家
庭

Ｑ

お
互
い
に
一
言

Ａ

夫

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

妻

元
気
に
金
婚
式
を
迎
え
た
い
ね
。

今
回
は
、
第
３
飛
行
隊
整
備
班
に
所
属
す
る

田
中

茉
友
（
た
な
か

ま
ゆ
）
３
曹
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
田
中
３
曹
は
今
年
７
月
に

３
等
陸
曹
へ
昇
任
し
、
航
空
機
整
備
陸
曹
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
営
内
班
長
と
し
て
も
、
後
輩
の
指
導
、

育
成
の
た
め
日
々
邁
進
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
候
補
生
課
程
入
校
年
度
は
。

Ａ

愛
知
県
出
身
、
第
96
期
女
性
自
衛
官
教
育

隊
に
令
和
元
年
10
月
入
校
し
ま
し
た
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

嬉
し
い
反
面
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

総
合
訓
練
で
す
。
今
ま
で
の
訓
練
で
積
み

重
ね
て
た
こ
と
を
発
揮
し
、
攻
撃
目
標
を
奪

取
で
き
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

区
隊
の
取
締
り
に
上
番
し
た
際
、
区
隊
全

員
を
ま
と
め
て
指
揮
統
制
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
苦
労
し
ま
し
た
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

陸
曹
と
し
て
の
指
揮
・
指
導
能
力
で
す
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

航
空
機
整
備
の
や
り
が
い
、
責
任
の
重
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

営
内
班
長
と
し
て
後
輩
隊
員
の
指
導
・
育

成
及
び
航
空
機
機
付
長
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
、
努
力
を
惜

し
ま
ず
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

元第３師団司令部付隊

進藤 由加里 さん

今
回
は
、
元
第
３
師
団
司
令
部
付
隊
に
所
属
し

て
い
た
進
藤

由
加
里
（
し
ん
ど
う

ゆ
か
り
）

さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
現
在
、
進
藤
さ

ん
は
、
兵
庫
県
尼
崎
市
に
所
在
す
る
（
株
）
Ｊ
Ｒ

西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

第３後方支援連隊第１整備大隊

３等陸曹 寺田 勇
智美 さん

Ｑ

在
隊
間
で
印
象
に
残
る
こ
と
は
。

Ａ

退
職
前
に
勤
務
し
た
師
団
広

報
で
の
４
年
間
は
、
と
て
も
充

実
し
た
も
の
で
し
た
。
特
に
、

日
米
共
同
演
習
で
米
軍
の
広
報

の
方
々
と
一
緒
に
撮
影
で
き
た

こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

で
し
た
。

Ｑ

現
在
の
仕
事
は
。

Ａ

Ｊ
Ｒ
神
戸
線
の
「
さ
く
ら
夙

川
駅
」
で
駅
員
を
し
て
い
ま
す
。

み
ど
り
の
窓
口
で
切
符
を
発
売

し
た
り
、
改
札
で
の
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

自
衛
隊
経
験
で
役
立
っ
た
こ
と
は
。

Ａ

規
律
心
で
す
。
Ｊ
Ｒ
も
規
則

が
色
々
と
厳
し
い
の
で
す
が
、

自
衛
隊
で
の
勤
務
の
成
果
も
あ

り
、
問
題
な
く
環
境
に
馴
染
む

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

Ｑ

自
衛
隊
の
良
い
と
こ
ろ
は
。

Ａ

隊
員
へ
の
教
育
が
と
て
も
行

き
届
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
隊
員
教
育
か
ら
始
ま
り
、
定

年
前
の
業
務
管
理
教
育
ま
で
、

自
衛
隊
で
の
教
育
は
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ

現
役
隊
員
に
向
け
一
言

Ａ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
勤
務
や

訓
練
な
ど
、
大
変
な
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
自
衛
官
と

い
う
素
晴
ら
し
い
仕
事
に
誇
り

を
持
っ
て
、
公
私
共
に
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。



１ 野戦特科
２ ロードバイク
３ 明るく楽しく
４ 感動も感謝もダイレクトな
ところ。

１ 機甲科
２ スポーツ
３ 生涯現役
４ 困難な目標の達成

５ ３ 師 団 だ よ り 第１３６号 ２０２０年（令和２年） １１月

マメ

第３師団ＨＰ

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
兵
庫
地
方
協
力
本
部
で
す
。

兵
庫
地
方
協
力
本
部
は
、
神
戸
市
中
央
区
に
あ
る
神
戸
市
合
同
防
災

庁
舎
に
本
部
を
構
え
て
い
ま
す
。
県
内
に
９
カ
所
に
出
張
所
等
を
配
置

し
、
３
師
団
管
内
で
一
番
広
い
エ
リ
ア
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
は
、
瀬
戸
内
海
と
日
本
海
に
面
し
、
標
高
１
５
１
０
ｍ
の
氷

ノ
山
や
本
州
一
低
い
分
水
嶺
（
95
ｍ
）
を
有
す
る
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
姫
路
市
に
あ
る
名
城
「
姫
路
城
」
や
神
戸
市
に
あ
る
旧
ト
ー

マ
ス
邸
（
風
見
鶏
の
館
と
言
っ
た
ほ
う
が
ピ
ン
と
く
る
か
も
）
を
は
じ

め
と
す
る
近
・
現
代
の
建
造
物
が
多
数
現
存
し
て
お
り
、
歴
史
ロ
マ
ン

を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
兵
庫
県
に
お
け
る
自
衛
官
募
集
活
動
の
最
前
線
で

活
躍
し
て
い
る
２
名
の
広
報
官
を
質
問
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
自
衛
隊

地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

１ 職 種
２ 趣 味
３ 心がけていることは？
４ やりがいは？

兵
庫
地
方
協
力
本
部
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ひ
ょ
う
ち
ん
か
ら

お
知
ら
せ

兵
庫
地
方
協
力
本
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感

染
予
防
対
策
を
実
施
し
つ
つ
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
い
！
」
「
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
！
」

「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
る
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
！
兵
庫
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
県

内
の
各
事
務
所
等
の
連
絡
先
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
連
絡
＆
フ
ォ
ロ
ー
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

お問合せ
自衛隊兵庫地方協力本部

☎ 078-261-9777

冬
に
一
歩
近
づ
き
、
ま
た
一
段
と
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
し

た
ね
。
毎
朝
布
団
が
恋
し
く
「
起
床
が
こ
の
日
一
番
の
大
仕

事
」
な
ん
て
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
筆

者
自
身
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
す
。

そ
ん
な
肌
寒
い
季
節
に
は
、
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
愛
飲
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
昨
年
も
、
当
コ

ラ
ム
に
お
い
て
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
生
産
過
程
や
品
種
の
違
い

等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
は
「
コ
ー
ヒ
ー
の

抽
出
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
更
に
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
に

迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
は
、
湯
温
（
90
度
く
ら
い
が
ベ

ス
ト
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
）
に
よ
り
、
味
の
ほ
ぼ
全
て
が

決
定
し
て
し
ま
う
よ
う
で
す
が
、
挽
い
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
か
ら

抽
出
す
る
、
い
わ
ゆ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
は
、
抽
出
方

法
等
に
よ
っ
て
味
わ
い
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

有
名
な
抽
出
方
法
と
し
て
、
ペ
ー
パ
ー
ド
リ
ッ
プ
が
挙
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
比
較
的
手
軽
な
器
具
で
、
錐
形
の
紙

製
フ
ィ
ル
タ
ー
に
中
挽
き
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
入
れ
、
上
か
ら

お
湯
を
注
い
で
抽
出
し
ま
す
。
最
初
に
30
秒
程
度
蒸
ら
し
て

か
ら
お
湯
を
注
ぐ
の
で
す
が
、
参
考
書
に
よ
っ
て
は
「
お
湯

の
温
度
を
82
度
に
キ
ー
プ
」
「
抽
出
時
間
は
３
分
以
内
」
等
、

非
常
に
細
か
い
指
示
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
練
度
が
味
に
直

結
し
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が
油
分
（
コ
ー
ヒ
ー
オ
イ

ル
）
等
の
成
分
を
吸
収
す
る
た
め
、
豆
本
来
の
味
わ
い
を
引

き
出
せ
な
い
と
い
う
欠
点
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ネ
ル
ド
リ
ッ
プ
も
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ペ
ー
パ
ー
ド
リ
ッ
プ
と
ほ
ぼ
同
様
の

抽
出
要
領
で
す
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー
に
フ
ラ
ン
ネ
ル
と
呼
ば
れ

る
表
面
が
毛
羽
立
っ
た
布
を
使
用
し
ま
す
。
こ
の
フ
ィ
ル
タ

ー
は
、
油
分
等
の
成
分
を
通
過
さ
せ
る
た
め
、
コ
ー
ヒ
ー
の

味
わ
い
が
深
く
な
り
、
一
度
ネ
ル
ド
リ
ッ
プ
の
味
を
覚
え
て

し
ま
う
と
、
前
述
の
ペ
ー
パ
ー
ド
リ
ッ
プ
に
は
戻
れ
な
い
と

い
っ
た
話
も
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
は
使
用

の
都
度
水
洗
い
し
、
使
用
後
は
冷
蔵
庫
内
で
水
に
浸
し
て
保

管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
、
管
理
面
で
手
間
が
か
か
る
こ

と
が
デ
メ
リ
ッ
ト
の
よ
う
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
見
た
目
で
も
楽
し
め
る
サ
イ
フ
ォ
ン
、
濃

厚
な
一
杯
と
な
る
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
メ
ー
カ
ー
、
手
軽
に
美
味

し
い
コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え
る
フ
レ
ン
チ
プ
レ
ス
等
、
様
々
な

器
具
に
よ
る
抽
出
方
法
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
コ
ー
ヒ
ー
の
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
す
。
冷
え
込
む
朝
に
ほ

っ
と
一
息
、
と
い
っ
た
至
福
の
一
杯
を
探
し
て
み
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

「

至

福

の

一

杯

」


